
令和 6年度「おおたわら福祉教育 (ふくし共育)研修会」実施要項
学校と地域がつながるふ<じ共育
～ヤングケアラーの視点から考える～

1経  緯
今日、地域のつながりの希薄化、社会的孤立が大きな問題となっています。学校・地

域・社協が協力し合い、子どもの学びと地域の生活をつなぎ、子ども自身が地域と仰つ

ながりがもてるように、また、次代を担う子どもたちを地域みんなで育てていけるよう

なまちづくりが求綺られています。

市社協で|よ、平成29年度より児童・生徒が地域の方とともに地域の課題を考える「学
校と地域がつながるふくし共育 (福祉教育)プログラム」を推進しています。
さらに、従来の高齢者、障がい者理解にとどまらず、地域に暮らす様々な人と助け合い

支え合って、ともに生きることをあさ目指し、自分の住む地域とそこに住む様々な人々に

関心をもち、実際の地域での福祉課題から学ぶことが重要となっていきます。

2 目  的
核家族化、ひとり親家庭の増加等による社会変化に伴い、ヤングケアラーの課題が全

国的に取り上|ずられるようになっています。ヤングケアラーの問題は表面化されづら<、

当事者自身の自覚がな掛、また「助けて」の声を出すことができない等、学校、地域と

して、ヤングケアラーをどう支えていくかが課題となっています。

本研修では、ヤングケアラーという問題に対し、当事者の視点や支援者の視点を踏ま

え、子どもたちの学びにどう活かしていくか、また学校、地域がどうかかわつていける

のかを考える一歩とすることを目的に実施します。

3 日時・会場
日  時 会  場

11月 28園 (本 )

午後 2時 00分～4時 30分

金田北地区公民館

(大田原市市野沢 1998-1)

4 参加対象  50～ 60名
○教員 :市内小 。中学校、高等学校福祉教育担当者

○地域 :地区社会福祉協議会

○ボランテイア :ふくし共育ボランティアグループ ささえ

○児童福祉関係 :こ ども幸福課

O教育委員会関係 :市教育委員会学校教育課 等
5 講 師
国際医療福祉大学医療福祉学部医療福祉・マネジメント学科 中村 哲也 氏
一般社団法人とちざ市民協働研究会 代表理事 。社会教育士 廣瀬 隆人 氏
6 内 容 講話・パネルデイスカツシヨン、グループワーク
7 申込み。問合せ 現1月 14日 (本)までに市社会福祉協議会へお申し込みください。

主 催 社会福祉法人大国原市社会福祉協議会

TEL:0287… 23-1130      FAX 1 0287-23-1138

〒324-0041 大田原市本町1-3-1大田原市役所 A別館 1階

担当 :高時、小滝、後藤



まとぬ

〇すべてのこ趨こ|ま理由がある

支援者 Aさん
'言葉の重み、言葉の持つイメージや価値観につしヽて

…「不登校」鈴子どもが家に引きこもリゲームをしているという事実を聞くと、グラグラじ

て聯るとしヽう涯目象をうける。しかし、当人:こ通つてゲームと|よつらい思いを忘れるた綸∽

行為.

・誰か働世聯|こするのはやめよう

O当事者が周囲に自身の状況を発信肛 も良辱ヽのかもしれない
当事者 Bさん
・親に恥をかかせることになるかもしれないという恐れもあつたが、公開したことで助け

てもらえるようになった。

当事者Cさん
。地域の人とのつながり|よ当時からもっていた。多く翁助けを得て毎ヽた。
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○常識|ま一つで1まない

当事者Cさん
。両親翁介助|よ当たり前のことであり、大変さ|よ感じて導ヽなかった。

当事者Bさん

言葉が出たことで世勢中|よ何か変わつたのか?
。当たげ前だつたのに自分も「ヤングケ乃 一」に当て|よめられてしまうようになつた。

☆『記号化」|こつしヽて

個別化が失われてしまう。それぞれ家庭環境|よ全く異なつているのに同じ言葉で抵られ

る。

○何をしてほしいのか

当事者Cさん
。総ずらしそうに見られることがある。そんな中声をかけてくれる人もおり、そうしゝつた人

に|よ救われる思椰をする。

'見ただけで1:園みに気付くの|よ難ししヽ.

→声をか|すてもらうこと(ちよつとした一言)自体がうれしい。

当事者Bさん

・言葉の伝え方について

…「自分働人生なんだから～」としヽう言しヽ回し|よ選択の余地が少な群倶」|ことつて辛いも鉾。

・寄り添つた考えを持つて1承じしヽ

…相談|こ乗つて|ましいわけで|よない。声掛けや、そ股 しヽでくれると嬉しい。

★SOSを出甘な群で孤立している子ども、自身が困難な状況にいることに気づかず孤立して
与ヽる子ども、地域としてできること|まなにかあるのか。
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